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八日市地方遺跡出土遺物炭素年代測定結果

について 

今回，同じ層位（八日市地方９期相当）から

出土したと推定される７試料の遺物と酸素同位

体測定を行った年輪試料（生木辺材部）1 点

（八日市地方土器第９～１０期相当）の炭素年

代測定を行いました。 

まず，同一包含層から出土した７試料の炭

素年代測定結果について考えてみます。炭化

材は，当時の大気と平衡にある陸上の有機物

なので，2250±25 BP という炭素年代は，八日

市地方９期相当にあたる遺跡の年代を示すは

ずですが，それよりもやや古い， 炭素年代を

示しているようにみえます。測定した炭化材は

トネリコ属で，場合によっては数百年にわたる

年輪幅をもつ大樹木である可能性もあります。

珍しいことですが，ひょっとしたら，樹齢数百年

の大きな樹木の 100年から 200年古い年輪に

相当する部分であった可能性があります（古木

効果）。したがって，この包含層の形成年代を

確認するのは，今後炭化材や炭化種実をさら

に数点年代測定してからになります。   

炭化材，生木，サルボウ貝を除いて得られ

た炭素年代測定値をみてみると，大局的には

測定した試料が陸上から海洋へと変わるにつ

れて，炭素年代が古くなっていく傾向がみられ

ます。つまり，（海洋,淡水）リザーバー効果の

影響を強く受けるようになっていきます。陸獣

であるシカ（2170±25 BP），イノシシ（2090±

25 BP）は陸上の有機物を食べるため，当時の

大気と平衡な炭素 14 濃度を示し，それらの骨

コラーゲンの示す炭素年代値（平均 2130±37 

BP）は八日市地方９期に相当する包含層とほ

ぼ同じ年代を示すはずです。それらの年代に

比べると，ガン亜科の鳥骨コラーゲンから得ら

れた炭素年代（2205±25 BP）は，やや古い値

を示しています。（マガンよりも大きい）ヒシクイ

やハクガン、マガンといった種が考えられます。

いずれの種も冬季にのみ日本を訪れる冬鳥で，

シベリアで繁殖し，その後渡ってくる鳥です。

陸地や陸水域での植物採食を主とする種と，

汽水域でも採食する種が含まれます（江田氏

私信）。この鳥骨コラーゲンは，ややリザーバ

ー効果を受けて古い炭素年代を示しているよ

うにみえるので，たとえば，淡水リザーバー効

果の影響を受けた植物を採食した影響がみえ

ているのかもしれません。今後安定同位体な

どを調べて，その原因に関して検討を加えた

いと思います。淡水に生息するオオタニシの

殻の年代はさらに古く，2315±25 BP です。タ

ニシは水域のカルシウムと無機炭酸から炭酸

カルシウム殻を形成しつつ成長していくので，

その水圏に溶けている無機炭酸の年代を反映

しています。最後に，2615±25 BP のクジラ骨

コラーゲンは海洋リザーバー効果の影響を受

けて，485±44 炭素年，想定される包含層の

年代よりも古い年代を示しています。 

また，他の 7点と比べて 1000年以上古い炭

素年代を示すサルボウ貝は，3450±30 BP で

す。この試料はおそらく，何らかの理由（貝塚

などを起源とするのか？）で周辺にあった古い

貝が，この包含層に混入してしまったため，古

い年代測定結果になったと推定されました。 

最後に，酸素同位体測定を行った年輪試料

の辺材部の年代ですが，得られた炭素年代は，

2110±30 BP で暦年較正を行うと，ＢＣ（紀元

前）187-50 年に相当します。同じ年輪試料の

酸素同位体測定結果からは，樹皮直下の（伐

採）年代は測定最外年輪（BC107）＋数年，紀

元前 100 年頃と推定されており，炭素年代測

定結果も誤差範囲内でよく一致しています。 
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